
69 68Collaborative Nature Restoration

兵庫県 / 福田川
ふくだがわ

Pro�le

　
経
緯
・
目
的

豊
富
な
湧
水
を
活
用
し
た

親
水
空
間
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト

2
0
1
6
年
3
月
に
「
福
田
川
再
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ

た
川
を
、
人
や
自
然
の
生
き
物
に
や
さ
し
い
川

に
し
た
い
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
採
択
。
住
宅

地
か
ら
雨
水
渠
を
通
し
て
流
れ
込
む
豊
富
な
湧

き
水
を
高
水
敷
で
せ
き
止
め
、
市
民
の
手
で

親
水
空
間
を
作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
福

田
川
・
川
原
橋
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
福
田
川
ク

リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す
る
地
元
の
有
志
が

2
0
1
6
年
頃
か
ら
企
画
・
設
計
。

全
国
で
も
珍
し
い
市
街
地
の

汽
水
域
ビ
オ
ト
ー
プ

ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
大
阪
湾
に
臨
む
河
口
か
ら

3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
垂
水
区
の
中
心
部
付
近
に

あ
り
、
満
潮
時
に
は
完
全
に
海
水
に
浸
か
り
ま

す
。
一
方
、
清
水
が
流
れ
こ
む
高
水
敷
に
は
葦

な
ど
の
草
が
生
い
茂
り
、
メ
ダ
カ
や
モ
ク
ズ
ガ

ニ
の
隠
れ
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
が
あ

る
程
度
海
水
に
も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
ビ
オ

ト
ー
プ
構
築
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。

市
民
工
事
に
よ
る
公
共
空
間
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ

高
水
敷
は
県
の
管
理
で
、
安
全
や
防
犯
上
、
市

民
の
立
入
り
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
行
政
の
理
解
を
取
り
付
け
て
、

市
民
の
水
道
工
事
や
土
木
の
専
門
家
が
、
子
ど

も
た
ち
が
濡
れ
ず
に
観
察
で
き
る
通
路
や
水
を

せ
き
止
め
る
堰
を
設
計
、
地
元
の
石
材
店
な
ど

の
協
力
の
下
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
構
築
に
こ
ぎ
着

け
ま
し
た
。

高
ま
る
川
へ
の
地
域
住
民
の
関
心

ビ
オ
ト
ー
プ
完
成
後
は
、
生
き
物
を
案
内
、
紹

介
す
る
看
板
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

や
、投
棄
ゴ
ミ
や
漂
着
ゴ
ミ
が
目
に
付
い
た
り
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
水
が
濁
る
と
、
市
民
か
ら
県
の
当

局
に
通
報
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
活
動
の
な
が
れ

都
市
河
川
の
高
水
敷
に
お
け
る

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

【河川名】
福田川水系福田川
【執筆者】
村上健一郎（福田川クリーンクラブ　
会長）

2017年度

雨
水
渠
の
水
を
高
水
敷
に
引
き
込
む

実
験
実
施

2018.5

地
元
有
志
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー
プ

構
築
工
事

2018.6-9

台
風
・
大
雨
に
よ
る
境
界
石
流
失
と

復
旧
作
業

2019.7

境
界
石
流
失
対
策
（
境
界
石
の
ス
テ
ー

に
よ
る
連
結
工
事
）

2019年度

住
宅
街
か
ら
の
清
水
導
水
路
構
築
工

事
。（
兵
庫
県
・
予
定
）

兵庫県神戸市

2018年 7 月　
大雨増水で境界ブロックが流失 2018年 5月　構築作業

2018年 5月　
構築メンバー募集チラシ

福田川の下流部で流れ込む豊富なわき水を、
高水敷上でコンクリート地先境界ブロックによってせき止め、
魚介類や鳥類が憩うビオトープを地元の有志で造りました。
たくさんの水生生物が棲みつき、
地域の子ども達の自然観察にも利用されています。

2018.5

兵
庫
県
助
成
事
業
申
請
に
よ
る

資
金
確
保
。
地
元
石
材
店
へ
の

資
材
販
売
、
搬
入
協
力
依
頼
。

構
築
作
業
メ
ン
バ
ー
募
集

　実施体制・スキーム

企画・設計・運営

構築構築協力

計画承認・助成

【福田川クリーンクラブ】
・プロジェクト推進
・土木工事設計

【流域環境保全団体・市民・学生】
・垂水好っきゃねん！クラブ
・神戸工業高等専門学校学生
・一般市民
・福田川クリーンクラブメンバー

【地元選出議員】
【（有）松下石材】
・境界ブロックの選定アドバイス
・納品、搬入支援

【兵庫県 神戸県民センター】
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効
果
（
一
次
効
果
・
二
次
効
果
）

■
多
数
の
メ
ダ
カ
の
ほ
か
、
カ
エ
ル
、
モ
ク
ズ

ガ
ニ
、
タ
ガ
メ
な
ど
の
水
生
昆
虫
が
多
数
生
息

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
狙
っ
た
水
鳥
も
居

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
ビ
オ
ト
ー
プ
の
上
で
足
を
止
め
川
を
の
ぞ
き

込
む
市
民
や
、
休
日
に
は
網
と
カ
ゴ
を
片
手
に

ビ
オ
ト
ー
プ
に
入
り
生
き
物
を
観
察
す
る
親
子

の
姿
も
、
当
り
前
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

貴
重
な
わ
き
水
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に
誘
導

川
横
の
土
管
か
ら
絶
え
間
な
く
流
れ
出
て
い
る

わ
き
水
を
、
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
で
分
水
し
て
、

ビ
オ
ト
ー
プ
に
引
き
込
む
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
。
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
は
、
多
雨
時
に
は
、
管

理
メ
ン
バ
ー
が
川
横
に
引
き
上
げ
て
、
流
失
を

防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

流
失
し
な
い
構
造
を
試
行
錯
誤

福
田
川
下
流
の
汽
水
域
に
位
置
し
、
満
潮
時
に

は
海
水
に
浸
か
り
、
大
雨
の
際
に
は
濁
流
や
上

流
か
ら
の
草
木
に
高
水
敷
が
覆
わ
れ
る
厳
し
い

環
境
で
す
。
当
初
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
堰
と
し
て

30
㎏
の
地
先
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
ま
し
た

が
、
2
0
1
8
年
夏
の
た
び
重
な
る
大
雨
、
台

風
で
一
部
流
失
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
弱
点
を

65 

kg
の
地
先
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
に
置
き
換
え
ま
し

た
。さ
ら
に
、2
0
1
9
年
に
は
65 

kg
の
ブ
ロ
ッ

ク
同
士
も
平
形
金
具
、
ア
ン
カ
ー
、
ボ
ル
ト
で

連
結
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
大
雨
の
増
水
時

に
も
、
流
失
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
内
の
ア
ク
セ
ス
路
を
整
備

ビ
オ
ト
ー
プ
は
高
水
敷
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に

構
築
し
て
い
ま
す
が
、
観
察
者
が
水
に
濡
れ
ず

に
観
察
が
行
え
る
よ
う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
ス
レ
ー
ト
に
よ
る
通
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

 

施
工
後
の
維
持
管
理
や

　
利
活
用
の
工
夫

洪
水
で
施
設
が
壊
れ
た
後
は

有
志
メ
ン
バ
ー
が
人
力
で
修
復

台
風
に
よ
る
出
水
で
ビ
オ
ト
ー
プ
の
敷
石
が
移

動
し
た
り
植
生
が
流
出
し
た
場
合
は
、
有
志
メ

ン
バ
ー
で
修
復
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
恒
久

的
な
ビ
オ
ト
ー
プ
の
維
持
に
向
け
て
、
地
元
行

政
機
関
と
協
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

毎
月
の
ゴ
ミ
回
収

毎
月
第
二
日
曜
日
、
ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
が
、
道
路
側
溝
か
ら
流
れ
着
い
た
り
投
棄

さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
念
入
り
に
回
収
し
、
環
境

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

65kgの地先境界ブロックで弱点を補強

地先境界ブロック 65キログラム級を平形金具、
アンカー、ボルトで連結

わき水の導水とコンクリート製のスレート蓋

　使用材料・工具・造り方

地先境界ブロック C型（約 30キログラム）、地先境界ブ
ロックB型（約65キログラム）、通路には側溝のコンクリー
ト蓋を使用、平形金具、アンカー、ボルト、暫定的導水路
にはビニールホースと塩ビ管を使用。

ボーイスカウト・ビーバー隊の生き物観察会

台風被災後の修復作業の様子

地道だが辛くもあるクリーン活動を持続させて川の環境を
良くして、活用しやすくするためには、地域住民をはじ
め、自治会などの住民団体、学校、行政、議員団体、地

元企業の巻き込みが必
要不可欠と考え、本業
のシステム・インテグ
レーターにおけるプロ
ジェクト推進スキルを
活用。メンバーが提案
したビオトープ構築企
画を具体化。行政等に
働きかけて、プロジェ
クトを実現しました。

村上健一郎さん　福田川クリーンクラブ会長

2017年度作成　構築案図面

現場のキーパーソン


